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　合志市商工会は地域の商工業者とりわけ小規模事業者に寄り添い様々な経営改善支援を行うとともに、「地域経済団体」として
豊かな地域づくりと商工業の振興のために、行政と協力した地域イベント開催など様々な地域振興事業に取り組んでおられます。
　また、2020年２月にSDGs宣言をされ「くまもとミライパートナーズ」の一員としてSDGs活動を積極的に実践されています。
　今回紹介した取り組み以外にも例年は「ワンパクすもう大会の開催」や「各種イベントへの参加協力」など行なっています。
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※SDGs推進プロジェクト「くまもとミライパートナーズ」の取組は2021年３月に終了し、11月より新たな取組が展開される予定です。

合志市議会はSDGｓの取組みを推奨しています

合志市商工会　 SDGs

『創業支援チームによる創業支援』
　働きがいのある合志市を目指し、各機関と連携しながら創業希
望者がチャレンジしやすい環境を作られています。
（写真は創業セミナーの様子）

『古布マット作り』
　本市のゴミ問題対策として女性部で取り組んでます。古着を再
利用して出来上がったマットは社会福祉協議会や保育園・障がい者
施設に寄付されています。

『クリーンキャンペーン』
　環境と資源にやさしいまちづくりの取り組みとして毎年清掃活動
を行っています。今年は、青年部で飯高山駐車場を清掃されてい
ます。

『ペットボトルキャップ回収事業』
　回収したペットボトルキャップは再生プラスチックの原料として換
金され、認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員会」へ
寄付されます。

８月24日

市長より議案について提案
理由の説明

各常任委員会（分科会）
にて議案の審査・現地
調査

分科会長報告、自由討議に
よる質疑と総括質疑事項選定

総括質疑、討論・表決

７人の議員による一般質問
にて市政を質す

議案に対する質疑の後、各所管の委員会へ付託
予算関係事件の質疑の後、各分科会へ分担付託

８月25日・26日 ８月31日

９月１日～３日 ９月15日

各委員会からの審査報告の
後、討論・採決
（結果は８面の賛否表参照）

９月17日９月９日

一般質問 質疑・付託　予算決算常任委員会開会

各常任委員会（分科会） 予算決算常任委員会 予算決算常任委員会 討論・採決　閉会

合志市議会　９月定例会の流れ
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土木費
23億6,824万７千円（11.6%増）

民生費
117億2,463万９千円（3.3%増）

教育費
62億7,729万４千円（49.6%増）

公債費
22億489万６千円（19.1%増）

災害復旧費
0円（皆減）

衛生費
18億5,044万円（14.8%増）

消防費
7億4,778万１千円（15.1%増）

総務費
89億6,124万８千円（167.6%増）

商工費
6億447万１千円（80.8%増）

農林水産費
3億8,183万５千円（11.6%増）

議会費
1億7,855万６千円（3.6%減）

その他
16億7,718万５千円（18.6%増）

市債
38億5,076万５千円（8.3%増）

県支出金
25億1,720万５千円（11.6%増）

国庫支出金
137億9,679万５千円（157.4%増）

主な内訳 
教育・保育施設給付費 33億6,247万５千円
児童手当  13億7,159万円
介護保険特別会計操出金 6億7,891万５千円
国民健康保険特別会計操出金 4億3,189万４千円
後期高齢者医療特別会計操出金 1億3,897万円

主な内訳 
特別定額給付金給付事業費補助金 62億7,380万円
商品券事業補助金 3億1,334万９千円

軽自動車税
市たばこ税

25.4%

33.2%

5.2%
1.1%
1.7%
6.7%

2.1%

17.8%

0.0%

6.2%
0.5%

市債
38億

29.4％
自主財源

70.6％
依存財源

4.6%
10.5%

6.8%

37.5%
11.2%

8.7%

20.7%

個人市民税
法人
市民税

固定
資産税

市税
75億9,486万８千円（2.0%増）
個人市民税 28億7,273万８千円 （1.0%増）
法人市民税 12億7,363万５千円 （3.2%増）
固定資産税 29億1,611万９千円 （2.5%増）
軽自動車税 1億9,420万５千円 （6.3%増）
市たばこ税 3億3,817万１千円 （0.9%増）

地方交付税
41億3,304万５千円（6.3%増）

その他
31億9,981万１千円（7.7%増）

令和２年度 歳入歳出決算を

地方財政状況調査（決算統計）からみた決算の状況

一般会計歳出  352億9,940万7千円

一般会計歳入  367億6,967万4千円

地方財政状況調査は、金額や分類が上記決算額とは異なります。　

一般会計歳入決算総額　  367億7,554万円
前年度に比べ、36.8％、98億8,456万円増加しています。
（主な要因） 国庫支出金（特別定額給付金事業等） 84億7,659万１千円の増加

繰入金（基金繰入金・特別会計繰入金） 7億9,060万２千円の増加

（主な要因) 民生費（特別定額給付金事業費等） 66億8,230万７千円の増加
教育費（合志楓の森小・中学校建設に伴う事業費等） 20億7,775万５千円の増加
公債費（熊本地震関連起債の償還開始等） 3億5,611万９千円の増加

一般会計歳出決算総額 353億527万３千円
前年度に比べ35.8％、93億671万３千円増加しています。

（決算書より）

（決算書より）



3合志市議会だより 令和３年 第63号

認定しました

26億1,758万２千円
13億264万８千円

6億9,217万４千円
4億1,257万１千円

3,527万円
０円

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

工業団地特別会計

63億9,349万９千円

6億6,152万５千円

47億5,426万８千円

1億3,160万４千円

歳入決算額

63億3,068万３千円

6億4,488万円

46億2,125万７千円

1億3,123万円

歳出決算額

1.8％減

8.7％増

2.3％増

68.2％減

対前年度比

0.9％減

11.3％増

2.3％増

68.1％減

対前年度比

企業会計

下水道事業会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

18億2,284万５千円
10億7,178万８千円

8億9,751万８千円
7,227万４千円

5,428万７千円
０円

収益的収入
資本的収入

28.4％増
45.0％増

5.3％増
65.5％増

3.1％減
皆減

対前年度比
対前年度比

収益的支出
資本的支出

76.1％増
27.8％増

2.3％減
17.0％増

12.0％減
増減なし

対前年度比
対前年度比

令和２年度特別会計・企業会計の歳入歳出決算

補正額　 12億1,985万７千円

総　額  247億5,211万１千円

プレミアム付商品券事業関連業務委託
２億2,995万８千円

新型コロナウイルス予防接種関連業務委託
１億5,449万円

保育補助者雇上強化事業補助金
1,045万２千円

道路改良等工事（単独） 1,520万円
財政調整基金積立金 ５億5,400万円
合志市立小中学校教育環境整備基金積立金

１億2,000万円

第５号 ２億3,000万円
第６号 ９億8,347万６千円
第７号 638万１千円

抗原検査キット購入経費等 435万６千円

第５号 第７号

令和３年度 合志市一般会計補正予算

第６号

（主な内容）
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　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影
響が及び、地方財政は来年度においても、引き続き、巨額の財源不足
が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、
雇用の確保、地球温暖化対策など喫緊の課題に迫られているほか、医
療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽化
対策費など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められてい
る。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項
を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１．令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政
運営と改革の基本方針2021」において、令和３年度地方財政計画
の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、
急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を
踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分
な総額を確保すること。

２．固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹
を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。
生産性革命の現実や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として
講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応す
べきものである。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期限の
到来をもって確実に終了すること。

３．令和３年度税制改正において、土地にかかる固定資産税について
講じた課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置について
は、令和３年度限りとすること。

４．令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環
境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わな
いこと。

５．炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税
又は地方譲渡税として地方に税源配分すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　ほか　　あて
提出者…総務常任委員長　澤田　雄二

　厚生労働省によると2019年度の出産費用が正常分娩の場合、全国
平均額は約46万円で、室料差額等を含む費用の全国平均額は約52万
4000円となっています。出産にかかる費用は年々増加し、費用が高い
都市部では現在の42万円の出産育児一時金の支給額では賄えない状況
になっており、平均額が約62万円と最も高い東京都では、現状、出産
する人が約20万円を持ち出している計算となります。
　国は、2009年10月から出産育児一時金を原則42万円に増額し、
2011年度にそれを恒久化、2015年度には一時金に含まれる産科医療
補償制度掛金分３万円を1.6万円に引下げ、本来分39万円を40.4万円
に引き上げました。2022年１月以降の分娩から産科医療補償制度掛
金を1.2万円に引下げ、本人の受取額を4000円増やすとともに、医療
機関から費用の詳しいデータを収集し実態を把握したうえで増額に向
けて検討することとしています。
　一方、令和元年の出生数は86万5234人で、前年に比べ５万3166人
減少し過去最少となりました。少子化克服に向け、安心して子どもを
産み育てられる環境を整えるためには、子どもの成長に応じた、きめ
細かな支援を重ねていくことが重要であり、一時金はその大事な一手
であると考えられます。

　少子化対策は、わが国の重要課題の一つにほかならず、子育てのス
タート期に当たる出産時の経済的な支援策を強化することは欠かせま
せん。
　よって、政府に対し、現在の負担に見合う形に出産育児一時金を引
き上げることを強く求めます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あて

提出者…松井美津子議員ほか12人

委員会提出議案

議員提出議案

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

出産育児一時金の増額を求める意見書

条例改正
●合志市行政不服審査会条例を廃止する条例
　　9月1日から熊本広域行政不服審査会を共同設置す
る地方公共団体に加入するため、廃止するもの

●合志市美しいまちづくり条例の一部を改正する
条例
　市民の多様な生活環境の課題に対応するため、「合志
市生活環境審査会」を改め「合志市生活環境審議会」
を設置するもの

●合志市空家等対策推進協議会条例の一部を改正
する条例
　空き家等対策協議会の担当課を「交通防災課」から
「都市計画課」に変更するもの

●合志市上下水道事業運営審議会条例の一部を
改正する条例
　審議会の事務運用改善のため、庶務担当を「水道局
水道課」から「水道局」に変更するもの

●合志市立小中学校教育環境整備基金条例
　継続的なICT教育環境の整備を推進するため、基金
を創設するもの

可 決

可 決

可 決
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濱元幸一郎議員

後藤　祐二議員

坂本　早苗議員

永清　和寛議員

辻　大二郎議員

来海　恵子議員

上田　欣也議員

その他の
質問事項

　自治体が同性のカップルについて、結婚に相当する関係で
あることを認めるパートナーシップ制度が2021年７月現在全
国で110自治体で導入されている。県内では熊本市で導入さ
れ、今後大津町でも導入予定となっている。合志市でもLGBT
など性的少数者の方々が生きやすいまちをつくるために、早急
にパートナーシップ制度を創設してスタートさせるべきだと思
うがどうか。

　パートナーシップ制度は法律婚、事実婚と比べた場合、
同様な権利はこれまで得られていない状況にあることが分
かっている。導入自治体数については全国で１割にも満たな
い状況であり、他自治体の動向を注視したいと考えている。

問

パートナーシップ制度の導入を

その他の
質問事項

・福岡県の５歳児送迎バス置き去り事故を受けて
・グラウンドタウン構想について

・新型コロナ対策について
・国保税子どもの均等割の軽減について

　通学路について指摘や要望はあるのか。また、その対応は。
　合同点検の指摘や区の要望がある。昨年度の危険箇所報告
は115件あり、その中で対応済み箇所は97件である。
　こどもの安全性に関わる歩道確保困難箇所はどの様に対応
するのか。
　運転手に注意を促すためのカラー舗装を施工するか、立体
的に見える「イメージハンプ」路面標示などを考えている。

　消えかけている横断歩道や外側線などの早急対応を。
　道路区画線の引き直しは区からの要望も増えている。建
設課と交通防災課で協議をし、道路維持管理に努め、必要な
箇所には早急な対応をしたい。

問

通学路総点検について

答

問

答

答

答

その他の
質問事項

・南ヶ丘福祉支援センターの活用について
・女性職員の管理職登用と職員配置の偏りについて

　学童保育のガイドライン、１人当たり1.65㎡以上、１ク
ラブ40名以下の基準を満たしていない施設に対する対策は。
　南ヶ丘小なかよしクラブと西合志南小バンビがガイドライ
ン基準を満たしていない。分散を含めた利用を検討したい。
　なかよしクラブの分散には隣接地の取得、それができない
ときは広い学校グラウンドの一隅に施設を整備してはどうか。
　なかよしクラブは南ヶ丘福祉センターの活用を検討したい。

　合志南小ひまわりクラブ５の工事用仮設プレパブ施設は、
コロナ終息後も引き続き使用するのか。
　現時点では引き続き使うか結論に至っていない。

問

学童保育施設の充実を！

答

問

答

答

その他の
質問事項

・子どもの健康づくりについて
・まちづくりの担い手育成について　他

　中九州横断道路計画にて、本市にインターチェンジが２か
所建設予定だが、どのように産業発展に繋げていくのか。
　インターチェンジ整備による市民生活の変化に伴い、物流
業や倉庫業の誘致を進めると共に、元々強みのある製造業や伸
びしろのある半導体関連産業など、多様な産業の集積を目指す。
　水素エネルギーを産業発展に伴う問題解決や、水素ステー
ション整備や水素製造施設の誘致など、新たな産業に出来な

いか。
　長距離輸送に強みのあるFC（燃料電池）トラックの活用
など、脱炭素社会への促進を図ると共に、水素を有望な産業
の一つと捉え、水素の製造・輸送・貯蔵・利用等、各分野に
おいて強みのある企業の誘致など、将来を見据えて取り組む。

問

水素エネルギーを活用し産業発展へ！

答

問

答

その他の
質問事項

・防災（避難所運営）について
・名垣副市長の本市産業に対する考えについて

　災害時の引き渡し訓練に限定した訓練であれば、今後発生
する可能性のある危機を想定した訓練等は計画しているのか。
防災教育の実践的訓練として、子どもたちが自他の安全に必

要な知識や能力を身に着けるため今後も実施していく予定である。
　各校で、独自のマニュアル等を作成して実施しているのか。
　自校に合ったマニュアルを作成し、避難訓練をはじめ、防
災士や消防士を招いた講話や防災授業などを実施している。

　情報の共有など、いろいろな意見交換等を行なっている
のか。
　事後に生かされる効果があるため、各学校の防災主任同
士でマニュアルの見直しや避難訓練の改善を図るための協議
を行なっている。

問

災害時の保護者への引き渡し訓練について

答

答
問

答

その他の
質問事項 ・レターバスについて

　今後の児童・生徒の増加の予測は。
　令和12年までの人口推計では、年間70人程度増加する見
込みである。
　自校方式でも給食センター方式でもこだわりはないが、ど
ういう所が基準に沿ってないのか、今問題は何なのか。
　ウェット方式の施設は基準に沿うようドライ運用している。
ドライ方式にするには現状より面積が1.5倍ほどかかる。また、

児童・生徒の増加に伴い給食室自体が手狭になっている。
　給食問題について、教育委員会はいつ答えを出すのか。
　来年度（令和４年度）には、答えを出したいと考えてい
る。

問

給食について

答

問

答

答

その他の
質問事項

・合志市クリエーター塾の今後について
・計画的な道路の整備について　他

　郷土の偉人である原田茂さんの交流促進事業では、具体的
にどこを市民や県民にアピールしようと考えているのか。
　テレビドラマ化をはじめ、歴史資料館での特別展、服飾制
作の体験教室などを実施する予定である。「結ぶ」をテーマに
「人と人」「親と子」「糸と糸」を結ぶことの大切さを訴えて
いく。
　合志義塾のときもドラマ化などで知名度は高まったが、イ

ベント的な一連の事業が終わったあとは、あまり話題になら
ないような気がするが、継続的に認識を深める活動をどう考
えるか。
　原田氏の功績や合志義塾の存在について、来年度以降も
公民館講座や歴史資料館などで学習や交流などを企画したい。

問

一過性でない歴史と文化の継承を

答

問

答

問

問

問

問

一般質問 各議員の一般質問の様子は、QRコードでインターネット録画をご覧いただけます。

濱 幸 郎

後藤 祐

坂本 早苗

永清 和寛

辻 大 郎

来海 恵子

上 欣也
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【常任委員会】
合志市美しいまちづくり条例の一部を
改正する条例

環 境 衛 生 課

　　審査会を審議会に変更するメリットは。
定数を増員し、地元住民や専門家から多くの
意見を取り入れ対応することができる。 

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第６号）

環 境 衛 生 課

　　違反ごみステッカーを追加しているが、違反
ごみが今後も増えると見込んでのものか。 

　　分別の変更により一時的に違反ごみが増えた
が現在は落ち着いている。ステッカーによる
周知を行なっていく。

令和２年度合志市一般会計歳入歳出決算
市　民　課

　　障がいのある方や外国人の方へのマイナン
バーカードの申請や交付手続きは 。

　　障がいのある方への申請や交付は施設職員等
の代理申請が可能で、外国人の方は住民登録
があれば申請・交付が可能である。

税　務　課

　　法人市民税の申告法人数が増えている理由は。 
　　新設法人を始め、税務調査を実施し、法人設
立届出が提出されていない事業所に対して申
告を促した。

９月３日　現地調査：特定空家

総

務

【常任委員会】
令和２年度合志市下水道事業会計決算

下　水　道　課

　　須屋浄化センターの解体について、現状と今
後の予定は。

　　管理棟以外の解体工事を行なっている。管理
棟の西側は災害時の避難場所として、東側は
広場として利用する予定だ。

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第６号）

商 工 振 興 課

　　地域活性化起業人制度におけるキッチンカー
事業はどのようなものか。

　　専門家を招き、既存の飲食店等でキッチン
カーを活用し業態転換を希望する事業者及び
新規創業者に対する人材育成を行なうもの。

令和２年度合志市一般会計歳入歳出決算
学 校 教 育 課

　　コロナ禍で不登校の状況はどうなっているか。
その対応は。

　　コロナの影響で増えてはいない。従来の家庭
訪問は出来ていないが、先生方の工夫で見定
めは出来ている。

生 涯 学 習 課

　「栄コミュニティ」が出来たことを受けて、
他の地区の結成の動きはあるのか。

　　コロナ禍を乗り越えていくためにもコミュニ
ティを立ち上げていくことは重要である。結
成には区長や市民の協力が前提となる。

文
教
経
済

【常任委員会】
令和２年度合志市介護保険特別会計歳入
歳出決算

高 齢 者 支 援 課

　　施設入所の待機者の状況は。
　　令和３年５月末の地域密着型特別養護老人
ホームの待機期間は平均3.7ヵ月、施設稼働
率は定員に対して平均94％で、以前と比較
して深刻な状況ではない。

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第６号）

福　祉　課

問　生活扶助事業で国への返納金が2,764万
2,355円だが、内訳は。

　　返還金は生活扶助、医療扶助、介護扶助と分
けており、返還額が大きいのは医療扶助の約
2,300万円で、見込みより支出が少なかった。

令和２年度合志市一般会計歳入歳出決算
福　祉　課

問　自立支援給付費は利用者延べ人数が年々増加
しているが、増加している要因は。

答　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の
影響で外出を自粛して、通所事業の利用が多
くなったと考えている。

健 康 づ く り 推 進 課

問　令和２年度から実施している後期訪問指導に
ついて、指導内容と体制は。

答　高齢者の重症化予防が必要なので、これまで
訪問していなかった75歳以上を対象に、低栄
養やフレイル対策等もあり、管理栄養士２人
と委託事業者の栄養士、看護師、保健師で訪
問している。

健
康
福
祉

問

問

答

答

問
答

問

問

答

答

問

答

問

問

答

答

問
答

問

答

問
答

問

答
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長

　
　澤
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津
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　後
藤

修
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正
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　齋
藤
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昭
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嶌
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二
郎
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委
員
長

　
　松
井
美
津
子

副
委
員
長

　
　後
藤

修
一

委

　
　員

　
　議
長
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算

予
算
決
算

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

【
審
議
日
程
】

●
令
和
３
年
８
月
31
日
（
火
）

全
体
会

　
質
疑
お
よ
び
分
科
会
（
総
務
分

科
会
・
文
教
経
済
分
科
会
・
健

康
福
祉
分
科
会
）
を
設
置
し
、

付
託
事
件
の
審
査
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。

●
令
和
３
年
９
月
１
日
（
水
）

〜
３
日（
金
）

分
科
会

３
分
科
会
に
よ
る
審
査
を
行

な
っ
た
。

●
令
和
３
年
９
月
９
日
（
木
）

全
体
会

分
科
会
長
報
告
を
行
な
い
、
自

由
討
議
を
経
て
総
括
質
疑
事

項
を
決
定
し
た
。

●
令
和
３
年
９
月
15
日
（
水
）

全
体
会

執
行
部
に
対
す
る
総
括
質
疑

の
後
、
討
論
、
表
決
を
行
な
っ

た
。

庁舎管理事業について
①入札による電気料金削減効果の確認
②新電力入札の有効性の確認及び今後の展望の
確認

平成30年度の庁舎電気料決算額と令和元年度
決算額を単純に比較すると金額で650万円、
約36％の削減となり、入札対象全施設の削減
額は約4,000万円となる。電力以外の経費に
ついては、慎重に事業を峻別し、スケールメ
リットを生かすことのできる業務にあっては、
更なる経費削減に努める。

地球温暖化防止啓発事業について
①市民・事業者への啓発活動の現状の確認
②地球温暖化対策実行計画に伴う本市の具体的
取組内容の確認と国・県による支援の有無

③具体的な啓発活動計画と今後の展望の確認
毎月、広報紙に環境通信欄を設けCO2削減の
啓発記事を掲載し、事業者に対しては地球温暖
化対策計画の調査を行なっている。本年度は
「熊本都市圏地球温暖化対策実行計画シンポジ
ウム」を計画し、取り組み事例を市民や事業者
に示しながら、更なる啓発活動に務める。

小中学校のICT教育について
①タブレット端末の利用状況の確認
②コロナ禍でのICT教育における課題の確認
まん延防止等重点措置期間中は分散登校とし、
約半分の児童・生徒がオンライン授業を受けて
いる。各校で、教育の情報化の取り組み内容を
明確に位置付け、ICT支援員の配置、校務の効
率化や教育支援ツールの活用などの支援を引き
続き行なっていく。

社会インフラの老朽化について
①道路の冠水発生状況に関する維持管理計画の
確認

②合志市公共施設等総合管理計画における個別
計画の見直しの必要性の確認

③水道管・水道施設の老朽化対策と水道事業予
算確保の必要性の確認

梅雨入り前に適切な道路維持管理に努めている
が、最近の集中豪雨では、一時的に道路が冠水
している。雨水計画については関係課で連携し
計画的に対応していく。水道管の老朽化対策に
ついては布設替えと施設の改修を計画的に行
なっており見直しは考えていない。

コロナ禍における保育所及び、学童クラブ
の対応について

①現状の取り組み内容の確認
②国からのガイドライン等の内容と今後の課題
の確認

保育所では「保育所における感染症対策ガイド
ライン」に基づき対策・対応を徹底している。
まん延防止等重点措置期間中は、保育施設利用
者及び小中学校保護者に対し発熱などの症状が
ある場合は、利用自粛や早めの連絡徹底をお願
いし、感染拡大防止策を実施している。

女性・子ども支援事業について
①相談事業の現状と課題
②課題解決に向けた取組内容の確認
女性相談と児童相談の担当を設け、面談や手続
き同行など課題解決に向け支援している。

　東京エレクトロン九州　管理部部長
　金尾淳二様を講師にお迎えして政策
情報連絡会を開催しました。
　東京エレクトロン九州の歴史や半導
体業界の現状と見通しなどをお話して
いただいた後、質疑応答を行ない大変
有意義な機会となりました。

７月20日（火）政策情報連絡会

　今年から本市議会でタブレットを導入
したことを受け、菊陽町議会ICT導入検
討委員会が視察研修に来庁されました。
　合志市議会議員らがタブレット導入
の経緯やメリットの説明、また実際に
タブレットを使って操作の説明を行な
いました。

７月27日（火）菊陽町議会視察研修

しゅんべつ
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議52 合志市立小中学校教育環境整備基金条例 可 全会一致 長 18 0

議53 合志市美しいまちづくり条例の一部を改正する条例 可 全会一致 長 18 0

議54 合志市空家等対策推進協議会条例の一部を改正する条例 可 全会一致 長 18 0

議55 合志市上下水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例 可 全会一致 長 18 0

議56 合志市行政不服審査会条例を廃止する条例 可 全会一致 長 18 0

予

　
　
算

承６ 専決処分（令和３年度合志市一般会計補正予算（第５号））の承認 承 全会一致 長 18 0

議57 令和３年度合志市一般会計補正予算（第６号） 可 全会一致 長 18 0

議58 令和３年度合志市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 全会一致 長 18 0

議59 令和３年度合志市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 全会一致 長 18 0

議60 令和３年度合志市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 全会一致 長 18 0

議61 令和３年度合志市工業団地整備事業特別会計補正予算（第２号） 可 全会一致 長 18 0

議64 令和３年度合志市一般会計補正予算（第７号） 可 全会一致 長 18 0

認１ 令和２年度合志市一般会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

認２ 令和２年度合志市介護保険特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

認３ 令和２年度合志市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

認４ 令和２年度合志市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

認５ 令和２年度合志市工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算 認 全会一致 長 18 0

認６ 令和２年度合志市水道事業会計利益の処分及び決算 可認 全会一致 長 18 0

認７ 令和２年度合志市工業用水道事業会計利益の処分及び決算 可認 全会一致 長 18 0

認８ 令和２年度合志市下水道事業会計決算 認 全会一致 長 18 0

そ
の
他

承５ 専決処分（熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更）の承認 承 全会一致 長 18 0

議62 財産の無償譲渡 可 全会一致 長 18 0

議63 訴えの提起 可 全会一致 長 18 0

報
告 報５ 令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告 報告終了

委
員
会

提
出

意
見
書
委提6「コロナ禍による厳しい財政状況に対し地方税財源の充実を求める意見書」の提出 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

議
員

提
出

意
見
書
議提2「出産育児一時金の増額を求める意見書」の提出 可 全会一致 長 18 0

月 日 曜 会議名 主な内容

11

25 木 本会議 市長提出議案上程及び提案理由説明

26 金

本会議 一般質問29 月

30 火

12

2 木
本会議 質疑、各常任委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等

3 金
常任委員会（分科会） 付託事件の審査

6 月

9 木 予算決算常任委員会 分科会長報告、自由討議

15 水 予算決算常任委員会 総括質疑、討論、表決

17 金 本会議
委員会審査報告（質疑、討論、採決）

追加議案（上程、質疑、討論、採決）

　
秋
空
が
高
く
澄
み
渡
り
、
爽
や
か
な
秋
風
が
吹
き
渡
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
以
前
で
あ
れ
ば
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
祭
な
ど
様
々
な
秋
の

楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
様
々
な
行
事
が
中

止
や
延
期
ま
た
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
感
染
症

対
策
を
充
分
に
取
っ
た
う
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
や
文
化
の
秋
な
ど
様
々
な

秋
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
感
染
症
対
策
の
切
り
札
と
さ
れ
て
い
る
の
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。

合
志
市
で
は
、
満
12
歳
以
上
の
方
が
接
種
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
２
回
目

接
種
率
は
72
％
（
９
月
末
時
点
）
を
超
え
て
お
り
、
全
国
の
64
％
（
10
月
４

日
時
点
）
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
は
、
デ
マ
等
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
正
し
い
情
報
を
調
べ

た
上
で
、
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
学
上
の
理
由
な
ど
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
さ
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
接
種
の
強
制
や
差
別
的

な
行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
を
思
い
や
り
冷

静
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
定
例
会
で
は
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
と
４
つ
の
特
別
会
計
、

３
つ
の
企
業
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
を
念
頭
に
、
予
算
の
執
行
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
の
審
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
へ
む
け
た
取
組
み
、
あ
る
い
は
激
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
応
に
関
し
て
は
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
更
な
る
変
異
株
の
流
行
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ご
不
便
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
続
き
マ
ス
ク
着

用
や
手
洗
い
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
一
日
で
も
早
く
終
息
へ
向
か

う
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

（
辻
　
藍
）

編
集
後
記

令和３年第４回定例会日程（予定）

議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会議 会議会広報調査特別委員会

委 員 長　澤田　雄二 　副委員長　辻　　　藍
委　　員　齋藤　正昭 　委　　員　後藤　祐二
委　　員　辻　大二郎 　委　　員　永清　和寛

ホームページアドレス
https://www.city.koshi.lg.jp/gikai/default.html

インターネットで議会の様子を
ぜひご覧下さい。
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